
していないもの(貨lf(jTJ)とがある付緩i白装置)。

小形自動連絡器 この連結if2の愉郭は シ ャロ γ式とし ， 錠 ・

錠似 ・ ナソク哨き ;~ を柴出えの約?大のものとして，刊の
lï ;ji)JÆ紅，総よ り 小形に したものである。 lJ.!(I量h払]同数の少なし、

ディーゼノレ動1ftの ì!.li*/i~;~ として使用されている。

胴受 ・ 復心l"t 4 自動連結球の胴受 ・ 復心líね

ね 刷受は14Tわ

くに取付け られ

ていて述給制州

をささえ，復心

i工ねはJ庄がi ~日~Jí

がいつ も車体中

心にあるように

作 111 してし、る

( l利 一4 ) 0 (林 iFi邑)

"".刷

じどう れん どう そうち自動連動装置 (英)a u toma tic interｭ

locking ホ継電通勤装慣の一種で，伝 fj 機 ・ 転轍(てんてつ)総

等の操作を列 '11 i'1 1本によ っ て1' 1 動的に 11 わせ，人力を介しない

装置。

二の装置は継電述i]ì}J装置における制御総の機能，すなわち進

路選 ))IJの指示を列車の移動状態によ っ て 11 動的に行わせるもの

で，列車の媛近 ・ 進入進mの状態，到着線に車両の有無または

停留l時分等が要素となる。

一般に単純な反復繰作を 11 動的にわわせるものが多く ， 7[}ド

の終端停車場のような場所に設備される。そ うして時間をかぎ

っ て，または臨時の斤j途てJ手動倣ができるようにするため，制

御盤を置き手動切替装置 官つけるのが普通である 。

またこの選))IJ を，蓄積押ボタ ン と列車の移動状態とにより 半

自動式に行うものがある 。 (属松広一)

シ ート・ロ ープ う んよ う けいかく シート・ロープ運用計

画 貨Jfi用 シ ート ・ ロ ー プの地滅別配置および使用目僚を決定

する計 画。 具体的にはときおりの羽在数精筏調査を基礎とし，

これに月々の新製受入数と戻入数とを加減して保有数を推定 L .

最近の運用効率にもとづいて使用数 ・ (市町1数を各管区別に配分

するとともに.h 先)jIJ使用数および到着数完考慮して回送 ・ l凶

入の計画をたて るのである。 場症の運用では，発送整備数(凹

送途中のもの，発送整備に使mされているもの)の報告をと っ

ていないので.h先別使用数と 行先別回送数によ っ て需給の調

節を計画してい る。

貨車の迷JlJ id i面と I;;J織に月間計画とし，毎月シート ・ ロープ

の凶送. Lbl入希望事項を調査し，支社と協議の上策定している。

本社においては支社 ))1]1こ，支社においては鉄逝管理局日Ijに，鉄

道管恕同は管内全般について計画をする 。 この員 Il由Iにもとづい

て制日の定時通話指令で愉illt，'j勢，これらシート・ロープの過

不足状況に比、ずるよ う に補正してい 〈 のである。

シー ト ・ ロープは.rt車の集西日と箆H蛮不可分の関係にあるも

ので.せ っかく 貨車の準備ができて も t ート・ロー プの陀置が

伴なわなければ，貨物の積込ができないことになるので，貨車

計画と|日j様地域別の配置およびその使周 目 僚をi止める運用計 問

を必裂とするのである。 ー」貨車用 ν ート 。 貨車Hlロープ。

(宮 地突雄)

しののいせん篠ノ井線 中央木線溢尻駅から松本をとおり 信

越本線篠/井駅に至る 67.9km の線。中央線に属し線路等級は

乙線である。

. !リ l 汗j 33 ・ 111穣ノ井町Jと出尻市 を結ぶ鉄道として篠ノ井 . p~条

間が建設され，篠ノ井事長と命名， っついて明治 35 ・ 6 極尻ま でIJR

し ベっきどう

通した。

この線は信越本線と中央本線とを結び，また松本から大糸線

を分岐しており ， 新宿 ・ 長野間，長野・名古屋間等の長距離列

車も運11 されてい る。

線内は隠遁(ずいどう)や勾配(こう f ;t:，、)が多 く ，腕捨駅の如

きスイッチバックステーショ ン もある 。

沿線には回毎の月，娘捨山等の名所がある。 (森悌寿)

しはつえき 始発駅 始発駅には東京駅や上野駅のように線の

終端にあ っ て，各列車を仕立てて出発させる駅をし 、 う場合と，

列車をもととして，何々列車の始発駅は何駅であるとしづ 場合

がある。(内田富彦)

しぶしせん 志布志線 日豊本線幽都城駅から1:1\て南進 して有

Iりl湾に面する志布志駅に至り，そこから東に折れて福島に達し，

さらに東北に進んで日向灘(ひゅうがなだ)に面する日南を経て，

その北力にある北郷に至る 95. 1 km の線。 ほかに油津 ・ 元i由浮

間の貨物支線1.0km を含む。 日豊線vこ属する丙線(内志布志・

北担h間は簡易線) である。

大正 12 ・ 1 都城・志布志 . ì市 津 ・ 宮崎聞を結ぶ鉄道として，阿

部成 ・ 末吉間開通，志布志線と呼称，大正 13 ・ 3 末吉 ・ 大隅松山

間.IIP，和 10 ・ 4 大隅松山 ・ 度原聞と開通し，昭和 16 ・ 1 0 北郷まで

開通したものである。 またi向洋 ・ 元i由~聞は水陸連絡貨物輸送

のため建設された。(様悌寿)

しふん 獄焚 織関取燃料として供給された石炭または練炭が，

来たして使用できうるかどうかまたその良否 ・ 使用方法等を判

定し，あわせてその使用価値を表示する換算率の基礎資料とす

るためにわう焚火燃焼試験をLづ。試焚には運転試焚と停止試

焚があり，運転試焚とは軽量関車の運転状態で行う試焚で，本線

路試焚と定置試焚(プラント・テスト)に分けられ，運転用炭を

対象に実施するもので，停止試焚は機関車を停止状態にして行

う試焚で，点火 ・ 保火 ・ 雑用炭を対象に実施するものである。

試焚試験はその方法が規定されており，この消費成績はつぎの

ようにして野山される。

一消費率+蒸発率
試焚ネー←一一万一一一一

試焚傑準炭の換算車両 lOOkm 当り
石炭使用量(実数)kg

消費率= 一一一一一
その石炭の換算車両 100km 当り
石炭使用量(実数) kg

その石炭の 1 kg 当りの蒸発量
蒸発率=

試焚標準炭 1 kg 当 りの蒸発量 (野村正義)

しベっきどう 士別軌道

l 事業者の概要

名称士別軌道株式会社，本社北海道士別市西二条，資本

金 300 万円，おもな事業軌道業 目 .gz:. ... 邑

のほか一般乗合旅客自動車運送事

業路線 72km. ならびに一般貨物

および特定貨物自動車運送事業。

軌道送業員 47 人，保有車両 蒸

気機関車 4. 内燃機関車 1 . 客車 4.

貨車 171 両。

沿革 大正 8 ・8 資本金 20 万円をも っ て土別軌道株式会社を

設立し ， 同 9 ・ 6 営業開始して現在に至る。

2 軌道線

開業線士別 ・ 奥土日IJ間 21.4 km の単線で旅客および貨物

運輸の軌道である。 士別 ・ 上士別間 1 1.9km は大正 8・ 4 ・ 7 特許，

同 9 ・ 6 ・ l 運輸開始した。その後上士別・奥士íJlJ間 9.5km の特許

を受け， 大正 14 . 6 ・ 6 開業した。動力は蒸気 ・ 内燃，軌間は 0.762

一一ー 713 一一一




